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存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る

タ
イ
北
部
の
ミ
エ
ン
（
ヤ
オ
）
に
お
け
る
新
し
い
宗
敎
現

の
展
開
と
傳
承

基
盤

吉

野

晃

一

語

ミ
エ
ン
（M

ien
,
Iu

M
ien

）
は
ヤ
オ
（Y

a
o

）
と
他

さ
れ
、

タ
イ
の
ほ
か
中
國
南
部
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
の
山
地
に
廣
く

分
布
し
て
い
る
民
族
で
あ
る
。

畑

作
と
そ
れ
に

う
移

に

よ
っ
て
、
廣
い
分
布
を

す
る
に
到
っ
た
。
タ
イ
北
部
へ
は
ラ
オ

ス
經
由
で
十
九
世
紀
後

に
移
動
し
て
き
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
タ
イ
に
は
五
萬
人
く
ら
い
の
ミ
エ
ン
が
居

し
て
い
る
も

の
と
推
測
さ
れ
る１

）。
移

の

上
で
、
ミ
エ
ン
は

民
族
か
ら

敎
・
法
敎

色

の
濃
い
儀
禮
體
系
や
父
系
理
念
に
沿
っ
た
親
族

組
織
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
儀
禮

書
は

字

で
書
か
れ
て
お
り
、
儀
禮
知
識
の
傳
承
も
多
く
は

字
に
よ
る
。

言
語
は
モ
ン＝

ミ
エ
ンH

m
o
n
g
-M
ien

語
族
の
ミ
エ
ンM

ien

語
で
あ
る
。
自

は
ミ
エ
ン
（M

ien

）

あ
る
い
は
イ
ウ
ミ
エ
ン

（Iu
M
ien

ユ
ー
ミ
エ
ン
）

で
あ
る
が
、
ミ
エ
ン
の
方
が

常
で

は
多
く
使
わ
れ
る
。
イ
ウ
ミ
エ
ン
は

ば

語

な
表
現
で
あ

る
。本

稿
で
は
、
ま
ず
ミ
エ
ン
の
從
來
の
儀
禮
體
系
と
宗
敎
職
能

に
つ
い
て

し
た
後
、
ミ
エ
ン
社
會
に
生
じ
た
新
た
な
宗
敎
現

に
つ
い
て
、
そ
の
展
開
の
機
序
を
見
て
ゆ
く
。

一

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



二

ミ
エ
ン
の
從
來
の
儀
禮
と
宗
敎
職
能

（
一
）

敎
・
法
敎
系
儀
禮
の

丸
山
宏
は
、
ミ
エ
ン
の
宗
敎
の
特

に
つ
い
て
、
法
敎
が

敎

の
一
部
を

括
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

族
の
民

宗
敎

で
は

敎
が
法
敎
を

攝
し
て
い
る
の

に
對
し
、
ミ
エ
ン
で
は
呪

指
向
の

い
法
敎
が

敎
の
一
部
を
含
み
、
法

敎

性
格
が

く
出
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る２

）。
表
１
に
は
、
筆

が
タ
イ

北
部
の
ミ
エ
ン
の
許
で
直
接

察
し
た

儀
禮
を

に
示
し
て
あ
る
。
更
に
、
祭

司
か
ら
聞
き
取
り
は
し
て
い
る
が
直
接

察
は
し
て
い
な
い
儀
禮
も
加
え
て
あ

る
。
表
の
枠

の
儀
禮
は

敎
・
法
敎

系
の
儀
禮
で
あ
る
。
一
方

外
に
網
掛

け
で
示
し
た
盤
王
祭
祀
系
の
儀
禮
と
し

て

歌
堂

が
あ
る
。
基
本

に
は
、

ミ
エ
ン
の
從
來
の
儀
禮
體
系
は
、

敎
・
法
敎
系
儀
禮
と
盤
王
祭

祀
系
儀
禮
と
の
複
合
と
な
っ
て
い
た
。

Ａ
列
に
分

さ
れ
て
い
る
儀
禮
で
は
、
後

の

大
堂
畫

tom
t

fa

３
）

と
い
う
神
々
の
畫
像
を
儀
禮
場
に
掛
け
、
畫
像

に
描
か
れ
た
神
々
を

し
て
祭
祀
を
行
う
。
Ａ
列
の
儀
禮
は
、

圖１ ミエン語派の言語話 の分布

ミエン語派の言語話 の居住地

貴州

雲南

広西

湖南

広東

ラオス

ベトナム

タイ

圖２ タイ北部におけるミエンの分布

海南島

二

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



一
日
で

わ
る
も
の
は
な
く
、
二
、
三
日
以
上
か
か
る
大
が
か
り

な
儀
禮
で
あ
る
。
１

修

の

度
戒

と

加
職

は
ま
と

め
て
執
行
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
場
合
約
二

か
か
る
。

祭
司
も
複
數
必

で
あ
り
、

度
戒

加
職

で
は
十
名
を
超
え

る
。
當
然
、
讀
誦
さ
れ
る
經

も
膨
大
な
量
に

ぶ
。
經

讀
誦

に
は
、
後

す
る
儀
禮
語
を
用
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

Ｂ
列
の
儀
禮
は
、

天
高
樓

pi
n
t
hin

ku
lau

と
い
う

中
空
の
世
界
に
い
る

玉

u
t
tai

へ
向
け
た

願
（
こ
れ

を

當
天

t
t
hin

ま
た
は

天

h
eu

lu

と
い
う
）
を
行
う

儀
禮
で
あ
る
。
こ
の
儀
禮
の
時
に
は
、

玉

宛
の
上
奏

を

書
き
、
屋
外
に
お
い
て
、

物
を
入
れ
た
箕
の
上
で
上
奏

を
燃

や
し
、

玉

へ

け
る
。
一
人
乃
至
二
人
の
祭
司
が
儀
禮
を

執
行
す
る
。
數
時

を

す
る
が
、
一
日
以

で

わ
る
。
言
語

は
儀
禮
語
を
用
い
る
。

Ｃ
列
に
分

さ
れ
て
い
る
儀
禮
は
、

も

な
儀
禮
で
あ
り
、

短
い
も
の
で
は
三
十
分
、
長
い
も
の
で
も
二
時

度
で
濟
む
。

常
、
一
人
の
祭
司
が
儀
禮
を
執
行
す
る
。

先
靈
、
土
地
靈
、

作
物
靈
、
守
護
靈
、
そ
の
他
の
自
然
界
の
靈
（
太
陽
や
星
な
ど
）、

表１ タイにおけるミエンの儀禮

欄外 盤皇>祭祀： 歌堂>

Ｂ 中空 半天高樓>にいる 玉帝>

ut taiへ向けた 願を行う(當
天>t thinまたは 叫天>heu
lu ）。

Ａ 大堂畫>tom t fa を掛
け、高位の神霊を招請する。

三

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



人

の
靈
魂
な
ど
を
祭
祀
對

と
す
る
。
こ
れ
ら
の
儀
禮
は
日
常

な
心

事
對
策
や
健
康

願
な
ど
で
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
。

（
二
）

大
堂
畫

Ａ
列
の
儀
禮
で
用
い
る

大
堂
畫

は
、
三
淸
を
首
座
と
す
る

敎
・
法
敎
の
複
數
の
神
々
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
一
枚
の
畫

に
一
名
乃
至
複
數
名
の
神
が
描
か
れ
て
お
り
、
大
き
な
畫
像
十
八

枚
、
小
さ
な
畫
像
數
枚
が
一
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
畫
像
は
掛

け
軸
の
よ
う
に

い
て
し
ま
っ
て
あ
る
。
こ
れ
を
儀
禮
の
時
に
壁

に
掛
け
て

場
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
儀
禮
に
よ
っ
て
は
、
二
セ

ッ
ト
の
神
像
を
掛
け
る
こ
と
も
あ
る
。

大
堂
畫

に
描
か
れ
て

い
る
神
々
は
、
以
下
の

り
で
あ
る
。（
一
）

元
始
（
靈
始
）

ji
n
si

、（
二
）

靈
寶

le
pu

、（
三
）

德

to
ta

、

（
四
）

玉
皇

u
t
h
u

、（
五
）

si
tsj

u

、（
六
）

張
天
師

tsja
t
hin

sai

、（
七
）

李
天
師

lei
t
hin

sai

、

（
八
）

行
司

h
fei

、（
九
）

大
尉

tai
w
ai

、（
十
）

家

先

ca
-
fin

、（
十
一
）

十
殿
冥
王

tsi
p
tin

li
h
u

、

（
十
二
）

大
堂

旛

tom
t

h
i
fa

n

、（
十
三
）

旛

h
i
fa
n

、（
十
四
）
天
府
地
府

t
hin

f
u
tei

f
u

、
十
五
）

陽

水
府ja

ci
n

sw
i

f
u

、（
十
六
）

鄧
元
帥

ta

ju
n
-sw

ei

、（
十
七
）

趙
元
帥

tseu
ju
n
-sw

ei

、（
十
八
）

大

道
橋

tom
to
c
u

。
こ
の
ほ
か
に
小
さ
い
畫
像
が
い
く
つ
か
あ

る
。

宗

tsu
tso

、

天
府
地
府
功
曹

t
hin

f
u
tei

f
u

ko
tso

、

陽

水
府
功
曹

ja
cien

sw
i
f
u
ko

tso

、

五
旗
兵
馬

m
ke
p

m
a

、

禁
齋

ci
m

tsei

、

禁
庚

ci
m

k

で
あ
る
。
十
八
枚
の
大
き
い
畫
像
は
揃
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
が
、
小
さ
い
畫
像
の
方
は
何
枚
か
缺
け
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。
十
八
枚
の
神
像
の
首
座
は
（
一
）
〜（
三
）
の

三
淸

fa
m

ts
hi

で
あ
り
、
掛
け
る
と
き
に
は
、（
一
）

元
始

を
中

心
と
し
て
左
右
に
展
開
す
る
。

元
始

は
經
典
で
は
「
元
始
」

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
口
頭
や
筆
記
で

す
る
と
き
な
ど
は
、

靈
始

le
si

と
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い４

）。

（
三
）
從
來
の
宗
敎
職
能

ミ
エ
ン
の
從
來
の
宗
敎
職
能

に
は
以
下
の
分

が
あ
る
。
表

１
の
儀
禮
分

に
從
っ
て

す
る
。（
一
）
表
１
の
Ｃ
列
の
儀

四

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



禮
を
執
行
で
き
る

を

設
鬼
人

sip
m
i
n
m
i
n

と
い
う
。

（
二
）
Ｂ
列
の
儀
禮
ま
で
執
行
で
き
る

を

做
師
小
人

ts
u

sai
t
n
m
i
n

と
い
う
。（
三
）
Ａ
列
の
儀
禮
も
執
行
で
き
る

を

做
大
師
人

ts
u
tom

sai
m
i
n

と
い
う
。

做
師
小
人

と

做
大
師
人

を

做
師
人

ts
u
sai

m
i
n

と
總

す
る
。

こ
れ
ら
三
種
の
祭
司
を
總

し
て

設
鬼
人

と
い
う
こ
と
も
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
廣
義
の

設
鬼
人

は
祭
司
一
般
を
指
し
、
狹

義
で
は

も

な
儀
禮
を
行
え
る
祭
司
を
指
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
儀
禮
に

字
で
書
か
れ
た
經

が
あ
る
。
い
ず
れ

も

敎
・
法
敎

な
色

の

い
經

で
あ
る
。
神
に

願
を
上

奏
す
る

書
の
中
で
自
ら
の
こ
と
を

し
て
「
太
上
奉
行
北
極

院
傳

閭

二
敎
三
戒
弟
子５

）」
と
表
現
す
る
。
こ
れ
は
、
ミ
エ

ン
の
奉
じ
て
い
る
宗
敎
が
法
敎
の
閭
山
敎
と

山
敎
の
二
敎
の

合
で
あ
る
こ
と
を

言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
丸
山
の
指
摘

り
、

敎

な

素
を
含
み
な
が
ら
、
法
敎

な
特

が

く
で
て
い

る
。
Ｃ
列
の
儀
禮
は
短
く
、
大
方
の
祭
司
は
經

を

誦
し
て
い

る
が
、
Ａ
列
と
Ｂ
列
の
儀
禮
は
長
く
、
經

を
讀
誦
す
る
こ
と
に

な
る
。

祭
司
の
他
に
シ
ャ
マ
ン
が
お
り
、

發
童
人

pu
t
to

m
i
n

と
い
う
。

揚
州
洞

ja
tsj

u
to

に
い
る

引
童
翁

ji
n

to
o

と
い
う
神
靈
を
降
ろ
し
、
託
宣
・
祓
除
・
淨

を
行
う
。

從
來
は
、
祭
司
と

發
童
人

い
ず
れ
も
男
性
の
み
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
祭
司
の
數
は
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。
表
２
に
は
一
九

八
七
年
時
點
で
の
筆

の

査
地
二
ヶ
村
に
お
け
る
祭
司
の
數
を

世
代
別
に
示
し
た
。
か
つ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
多
數
の
男
性
が
祭

表２ 設鬼人>の數

五

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



司
で
あ
り
、
儀
禮
を
執
行
で
き
た
の
で
あ
る
。
筆

が
長
年

査

を
行
っ
て
い
る
パ
ヤ
オ
縣
の
Ｐ
Ｙ
村
で
は
、
一
九
八
七
年
時
點
で

二
十
四
名
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇
一
七
年
時
點
で
訊
い
た
と
こ
ろ

で
は
十
二
名
と

分
に
減
っ
て
い
る
。
年
老
い
た
祭
司
が

く
な

る
一
方
、
若
い

が
祭
司
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ミ
エ
ン
の
儀
禮
に
お
い
て
は
、
男
性
中
心

義

傾
向
が

い
。

右
に

べ
た
よ
う
に
、
儀
禮
を
執
行
す
る
宗
敎

職
能

は
男
性

で
あ
る
。
ま
た
儀
禮
執
行

以
外
の
儀
禮
の
場
に
參
列
す
る

も
、

儀
禮
の
後
の
直
會
の
正
式
の
席
に
着
く
の
も
男
性
の
み
で
あ
る

（
女
性
用
の
席
が
し
つ
ら
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
副

で
あ
る
）。

字
を
學
ぶ
の
も
、
從
っ
て

字
經

を
讀
め
る
の
も
男
性
だ
け

で
あ
る
。
學

機
會
が
男
性
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
儀
禮
語
を

知
る
の
も
男
性
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
儀
禮
に

體

に
關

わ
る
の
は
男
性
だ
け
と
い
う
の
が
從
來
の
儀
禮
の
體
制
で
あ
っ
た
。

（
四
）
儀
禮
に
用
い
る
言
語
と
歌

語

ミ
エ
ン
が
使
う
言
語
は
複

で
あ
る
。
ミ
エ
ン
口
語
ミ
エ
ン
ワ

ーm
i
n
w
a

と
歌

語
ヅ
ゥ
ン
ニ
ェ
イ
ワ
ーdzu

ei
w
a

と

儀
禮
語
ツ
ィ
ア
ワ
ーtsi

w
a

（
ミ
エ
ン
は
廣
東
語
ケ
ッ
ク
ワ
ー

kek
w
a

だ
と
言
う
）
の
三
種
が
基
本
で
、
か
つ
て
こ
の
地
域
の
山

地
民
族

の
リ
ン
ガ
フ
ラ
ン
カ
で
あ
っ
た

語
雲
南
方
言
（
西
南

官
話
）
ケ
ッ
ワ
ーk

h
w
a

が
こ
れ
に
加
わ
る
。
現
在
は
こ
れ

ら
の
四
種
の
「
言
語
」（
ワ
ー
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。

敎
・
法

敎
儀
禮
に
用
い
る
言
語
は
こ
の
う
ち
の
歌

語
を
除
く
三
種
で
あ

る
。
儀
禮
語
は
表
１
の
Ａ
列
・
Ｂ
列
の
儀
禮
に
用
い
る
。
韻

經

は
多
く
の
場
合
儀
禮
語
で
讀
誦
さ
れ
る
。
一
方
、

語
雲
南
方

言
と
ミ
エ
ン
口
語
は
、
表
１
Ｃ
列
の
儀
禮
（

な
儀
禮
）
で
用

い
ら
れ
る
。
Ｃ
列
の

儀
禮
は

先
に
對
す
る
儀
禮
が
多
く
、
そ

の
場
合
、
ミ
エ
ン
口
語
か

語
雲
南
方
言
で
な
い
と

先
に

じ

な
い
と
い
う
。
か
つ
て
ラ
オ
ス
や
タ
イ
で

人
の
敎
師
が
ミ
エ
ン

の
少
年
に

字
を
敎
え
て
い
た
と
き
に
は

語
雲
南
方
言
で

字

を
敎
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
四
〇
年
代
以

生
ま
れ
の
男

性
の
多
く
は

語
雲
南
方
言
を
話
せ
た６

）。
こ
の
儀
禮
語
と

語
雲

南
方
言
は
、
ミ
エ
ン
語
と
は
異
な
る
言
語
で
あ
る
。

歌

語
は
、
日
常
會
話
で
用
い
ら
れ
る
ミ
エ
ン
口
語
と
異
な
り

專
ら
歌

に
の
み
用
い
ら
れ
る
語
彙
群
を
指
す
。
パ
ー
ネ
ル
は
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語th
e
litera

ry
la
n
g
u
a
g
e

と

べ
て
い
る７

）。
同
じ

字
の
讀

み
で
も
、
ミ
エ
ン
口
語
と
歌

語
で
は
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
語
彙
の
上
で
は
大
き
な
相

が
あ
る
が
、
統
辭

に
は

ミ
エ
ン
語
で
あ
り
、
別
の
言
語
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
も
っ
と

も
、
ミ
エ
ン
口
語
し
か
知
ら
な
い
人
が
歌

語
を

い
て
も

味

は
分
か
ら
な
い
。
ミ
エ
ン
語
の
ワ
ーw

a

は
日
本
語
の
「
語
」

の
よ
う
に
、
個
別
の
言
語
（「
英
語
」
な
ど
）
を
指
す
場
合
と
、
特

殊
な
語
彙
や
言
い

し
（「

語
」
な
ど
）
を
指
す
場
合
と
が
あ
り
、

ヅ
ゥ
ン
ニ
ェ
イ
ワ
ー
は
後

で
あ
る
。

同
一
の

字
を
ミ
エ
ン
口
語
と
歌

語
、
儀
禮
語
、

語
雲
南

方
言
で
ど
の
よ
う
に
發

す
る
か
を
左
に
示
す
。

マ
イ
、
ムm
ai,

m

（
口
語
）

不

⎩― ⎨ ―⎧
ヤ
ー
ムja
m

（
歌

語
）

パ
ッpa

（
儀
禮
語
）

プpu

（

語
雲
南
方
言
）

三

新
た
な
宗
敎
現

｜
女
性
の
參
入
｜

筆

は
こ
れ
ま
で
に
、
北
部
の
ミ
エ
ン
社
會
に
お
い
て
二
〇
〇

〇
年
代

頭
以
降
に
生
じ
た
新
た
な
宗
敎
現

に
つ
い
て
、
そ
の

を
報

し
て
き
た
（
チ
エ
ン
ラ
ー
イ
縣
の
Ｈ
Ｃ
Ｌ
村
と
Ｈ
Ｃ
Ｐ

村８
））。

今
ま
で
に

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
以
下
の

り
で
あ
る
。

（
一
）

畑

作
に

う
移
動
生
活
を
續
け
て
き

た
ミ
エ
ン
の
村
に
固
定

祭

祀

施

設

廟

m
iu

が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。（
二
）
右
に

べ

た
よ
う
に
男
性
が
獨
占
し

て
き
た
儀
禮
執
行
に
女
性

が
シ
ャ
マ
ン
と
し
て
參
入

し
始
め
た
。（
三
）
女
性

シ
ャ
マ
ン
は
、
從
來
の
儀

寫眞1 HCP村の 銀山廟堂>
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禮
で
行
わ
れ
て
き
た

讀
經
で
は
な
く
、
歌

を
唱
う
こ
と
に
よ
っ

て
儀
禮
を
執
行
し
て

い
る
。（
四
）
儀
禮

に
お
け
る
女
性
シ
ャ

マ
ン
の
歌
は
、
ミ
エ

ン
口
語
と
異
な
る
歌

語
に
よ
っ
て
唱
わ

れ
る
。（
五
）
こ
の

よ
う
な

廟

の
建

設
と
女
性
シ
ャ
マ
ン

の
雙
方
あ
る
い
は
一

方
を
と
も
な
う
宗
敎

現

は
一
村
に
と
ど

ま
ら
ず
、
複
數
の
ミ

エ
ン
村
落
に
廣
が
っ

て
い
る
。

（
一
）
に
つ
い
て
は
、
表
３
に
そ
の

況
を
示
し
た
。
二
〇
〇

一
年
に
チ
エ
ン
ラ
ー
イ
縣
の
Ｈ
Ｃ
Ｌ
村
で

盤
王

を
祀
る

廟

が
建
設
さ
れ
た
の
を

め
と
し
て
、
Ｈ
Ｃ
Ｐ
村
、
Ｎ
Ｇ
村

と
續
い
た
。
こ
の
他
に
や
は
り
チ
エ
ン
ラ
ー
イ
縣

の
ミ
エ
ン
村

落
に
新
た
な

廟

が
作
ら
れ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
る
が
、

ま
だ
現
地

査
し
て
い
な
い
た
め
、
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
固
定

祭
祀
施
設
の
建
設
は
、
ミ
エ
ン
の
定

が

ん

で
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、

に
Ｈ
Ｃ
Ｐ
村
に
あ
る

銀
山
廟
堂

に
お
け
る

宗
敎
現

に
つ
い
て

べ
る
。（
二
）
と
（
三
）
に
つ
い
て
は
、

儀
禮
に
お
け
る
男
性
中
心

義
は
大
き
く
は
變
わ
ら
な
い
。
し
か

し
、

字
を
學
び
祭
司
に
な
る
男
性
が
い
な
く
な
り
、
儀
禮
の
存

續
が

ぶ
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
女
性
シ
ャ
マ
ン
の
參
入
が
あ
っ

た
。
そ
の
參
入
の
仕
方
は
、
書
承

に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
男
性
が
行
う
讀
經
で
は
な
く
、
降
靈
し
た
シ
ャ
マ
ン
が

ヅ
ゥ
ン
（

歌

）
を
唱
っ
て
儀
禮
を
執
行
し
て
い
る
の
で
あ
る

（（
四
））。
先
に

べ
た
よ
う
に
、
ヅ
ゥ
ン
に
用
い
る
の
は
歌

語

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
口
語
だ
け
話
せ
て
も
、
ヅ
ゥ
ン
は
唱
え
な

表３ ミエン村落における 廟>と祭祀

廟>
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い
。
神
が
降
り
て

依
す
る
と
、
神
が
ヅ
ゥ
ン
を
唱
っ
て
託
宣
を

行
っ
た
り
、
儀
禮
を
執
行
し
た
り
、
あ
る
い
は
儀
禮
の
執
行
法
と

唱
え
言
を
シ
ャ
マ
ン
に
指
示
す
る
。
ヅ
ゥ
ン
を
唱
っ
て
い
る
、
あ

る
い
は
ヅ
ゥ
ン
を
敎
え
た
の
は
神
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ヅ

ゥ
ン
が
女
性
の
儀
禮
執
行
へ
の
參
入
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

女
性
シ
ャ
マ
ン
が
ト
ラ
ン
ス
に
入
り
、
降
神
す
る
こ
と
を

入

陰

pi
ji
m

と
い
う
。
神
が
降
り
て
く
る
と
動
悸
が

く
な

っ
た
り
、
手
足
が
冷
え
る
、
身
體
が
熱
く
な
る
な
ど
と
身
體

變

を

べ
る
人
が
多
い
。

入
陰

し
て
い
る
と
き
に
は
、
貧
乏

す
り
の
よ
う
に
脚
が
小
刻
み
に
震
え
て
い
る
。

入
陰

時
の
神
の
作
用
は
以
下
の

り
で
あ
る
。（
一
）

降

神
し
て
、
シ
ャ
マ
ン
に
儀
禮
の
や
り
方
、
唱
え
言
の
ヅ
ゥ
ン
を
敎

え
る
。
シ
ャ
マ
ン
は

入
陰

し
て

盤
王

・

王

に
對
す

る
儀
禮
や

敎
・
法
敎
の
儀
禮
を
神
の
指
示
の
も
と
に
行
う
。
唱

わ
な
い
神
も
い
る
。
そ
の
場
合
は
儀
禮
の

作
だ
け
で
あ
る
。

（
二
）
シ
ャ
マ
ン
の
口
を
借
り
て
、
神
が
直
接
託
宣
す
る
。
ヅ
ゥ

ン
の
場
合
も
口
語
の
場
合
も
あ
る
。（
三
）
シ
ャ
マ
ン
の
身
口
を

借
り
て
神
が
直
接
儀
禮
を
行
う
。
こ
の
場
合
も
唱
わ
な
い
神
の
場

合
は
儀
禮
の

作
だ
け
で
あ
る
。
佐
々
木
宏
幹
の

靈
の

型
で

い
え
ば
、（
一
）
は
「
靈
（
力
）
が
人
物
の
外
側
か
ら
、
人
物
に

さ
ま
ざ
ま
な
影

を
與
え
る
場
合
」
の
「

感
」
に
相
當
し
、

（
二
）
と
（
三
）
は
「
靈
（
力
）
が
人
物
の
中
に
入
り

ん
で
、

人
物
が
靈
自
體
と
し
て
言
動
す
る
場
合
」
の
「

入
」
に
相
當
す

る９
）。

い
ず
れ
も
神
が

感
あ
る
い
は

入
す
る
の
で
、
シ
ャ
マ
ン

で
あ
る
が
、（
一
）
と
（
二
）
は

感
あ
る
い
は

入
の

態
で

祭
司
と
し
て
儀
禮
を
行
う
の
で
、
シ
ャ
マ
ン
祭
司
で
あ
る
。

段
は
ヅ
ゥ
ン
を
唱
え
な
い
（
歌

語
を
知
ら
な
い
）
が
、

入

陰

す
る
と
唱
え
る
よ
う
に
な
る
と

べ
る
女
性
シ
ャ
マ
ン
が
多

い
。

入
陰

し
な
く
て
も
ヅ
ゥ
ン
を
唱
え
る
人
も
い
る
が
、
少

數
で
あ
る
。

段
は
ヅ
ゥ
ン
を
唱
え
な
い
人
が

入
陰

す
る
と

ヅ
ゥ
ン
を
唱
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
降
神
の
證
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

新
し
い
儀
禮
の
中
に
お
け
る
女
性
シ
ャ
マ
ン
が
行
う
儀
禮
に
は
、

幾
つ
か
の
種

が
あ
る
。（
一
）
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
靈
魂
の

儀
禮
（
祭
壇
・
供
物
は

わ
な
い
）。
こ
れ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
魂

（
十
個
あ
り
、
離

可
能
）
を
呼
び

し
、
手
首
に
絲
を

い
て
體

九
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に
封
じ

め
る
儀
禮
で
あ
る
。（
二
）
祭
壇
・
供
物
を

う
祓
除

儀
禮
や
治
療
儀
禮
、

先
祭
祀
儀
禮
、

儀
禮
（

一
）と
は
別
）

な
ど
で
あ
る
（
寫
眞
２
）。（
一
）
と
（
二
）
は
表
１
の
Ｃ
列
の
儀

禮
に
相
當
す
る
。（
三
）
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
相
談
に
對
し
て
、
降

神
し
て
歌
唱
し
託
宣
を
傳
え
る
儀
禮
な
ど
で
あ
る
。
女
性
シ
ャ
マ

ン
の
行
う
儀
禮
は
、
從
來
の
男
性
祭
司
が
行
う
儀
禮
の
重

な
も

の
と
は
重
な
ら
ず
、

男
性
祭
司
の
減
少

に
對
應
し
た
マ
イ

ナ
ー
な
儀
禮
の
需

を
補
足

に
滿

た
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

Ｈ
Ｃ
Ｐ
村
の

銀
山
廟
堂

に

集
う
女
性
シ
ャ
マ

ン
は
二
〇
一
六
年

陰

正

の
時
點

で
二
十
數
名
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
八
年
の
時
點
で
は
四
十
名
を
超

え
た
と
見
ら
れ
る
。
儀
禮
を
指

す
る
男
性
祭
司
・
女
性
シ
ャ
マ

ン
と
師
弟
の
關
係
を
結
ぶ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
師
匠
役
の
祭
司
が

何
人
弟
子
を
取
っ
た
か
一
々
覺
え
て
い
な
い
た
め
、

確
な
數
字

は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
二
〇
一
九
年
陰

正

以
降
、
そ
の
男
性

祭
司
が

銀
山
廟
堂

の
儀
禮
活
動
か
ら
離

し
、
そ
れ
に

っ

て
三
分
の
一
ほ
ど
の
女
性
シ
ャ
マ
ン
も
離

し
た
た
め
、
二
〇
一

九
年
陰

七

時
點
で

銀
山
廟
堂

で
活
動
し
て
い
る
女
性
シ

ャ
マ
ン
の
數
は
二
十
數
名
の
レ
ベ
ル
に

っ
た10

）。

四

ミ
エ
ン
の
ヅ
ゥ
ン
（

歌

）

（
一
）
ヅ
ゥ
ン
の
特

ヅ
ゥ
ン
（

歌

）
は

敎
・
法
敎
系
儀
禮
と
は
異
な
る
分
野
を

構

す
る
。
ヅ
ゥ
ン
で
用
い
ら
れ
る
言
語
は
先
に

べ
た
よ
う
に

ヅ
ゥ
ン
ニ
ェ
イ
ワ
ー
と
い
う
歌

語
で
あ
る
。

敎
・
法
敎
系
儀
禮
に
お
け
る
經

讀
誦
は
、
散

經

の
場

合
に
は
一
定
の
リ
ズ
ム
は
あ
る
が
、

は
附
け
ず
に
讀
誦
す
る
。

七
言
の
韻

經

の
場
合
に
は

を
附
け
て
讀
誦
す
る
。
し
か
し
、

寫眞２ 女性シャマンの儀禮(祭壇と供物を用いる)
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儀
禮
を
執
行
す
る
と
き
に
ヅ
ゥ
ン
を
唱
う
こ
と
は
な
い
。
經

の

中
に
「
○
○
歌
」
と
い
う
題
目
の
經

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
こ
こ
で
い
う
ヅ
ゥ
ン
で
は
な
く
、
儀
禮
語
で
讀
誦
さ
れ
る
。

儀
禮
中
の
「
○
○
歌
」
を
讀
む
曲

は
、
ヅ
ゥ
ン
の
曲

と
は

く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

ヅ
ゥ
ン
は
、
婚
禮
な
ど
の
儀
禮
に

う
宴
會
に
お
い
て
言

ぎ

に
唱
わ
れ
る
ほ
か
、
個
人
が
自
分
の
想
い
や
考
え
を
歌
詞
に
書
き

fi
dzu

）、
唱
う
こ
と
も
あ
る
。
總
じ
て
見
れ
ば
、
儀
禮
經

が

定
型

で
あ
る
の
に
對
し
、
ヅ
ゥ
ン
は
創
作
さ
れ
る
點
で
異
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
男
性
の
み
が
行
う
經

讀
誦
と
異
な
り
、
ヅ
ゥ

ン
は
、
男
女
い
ず
れ
も
唱
う
。

歌
詞
の
七

句
（
七
言
句
）
を
イ
ェ
ッ
ト
ガ
ンji

t
gan

あ

る
い
は
イ
ェ
ッ
ト
チ
ョ
ウ
ワ
ーji

t
ci
u
w
a

と
い
う
。
イ
ェ

ッ
トji

t

は
「
一
」
の

味
で
あ
る
。
四
ガ
ン
で
イ
ェ
ッ
ト
テ

ィ
ウ
ヅ
ゥ
ンji
t
tiu

dzu

と
い
う
。
譯
す
と
「
一
つ
な
が
り
の

歌
」（

一
條
歌

）
と
な
る
。

詩
で
言
え
ば
、「
七
言
詩
」
で
あ

る
。
こ
れ
が
歌
の

位
と
な
る
。

（
二
）
詠
唱
法

ヅ
ゥ
ン
に
は
以
下
の
四
種
の
詠
唱
法
が
あ
る
。（
一
）
パ
ー
オ

ヅ
ゥ
ンpa

u
dzu

と
（
二
）
ト
ッ
ヅ
ゥ
ン

to
dzu

、（
三
）

ツ
ェ
ン
ヅ
ゥ
ンts

hen
dzu

、（
四
）
コ
ン
ヅ
ゥ
ン

k
dzu

で

あ
る
。

パ
ー
オ
ヅ
ゥ
ン
は
、
狹
義
で
は
韻
律
に
從
っ
た
歌
詞
を
長
い
曲

（c
hi

d
a
u

）
を
附
け
て
唱
う
詠
唱
法
で
あ
る
。
ツ
ェ
イtsei

と
フ
ァ
ーfa

と
い
う
規
則

な
囃
子
詞
（

入

）
の

入

が

う
。
一
字
ご
と
に
「
產
み
字
」（
母

長

）
を
つ
け
、
比

較

高

に
な
る
。
本
來
は
男
女
の
歌
掛
け
の
形
式
で
唱
わ
れ
る
。

婚

の
求
愛
活
動
の
歌
掛
け
の
唱
い
方
で
あ
る
。
そ
の
時
に
イ
ェ

ッ
ト
テ
ィ
ウ
ヅ
ゥ
ン
ご
と
に
唱
い
合
う
。
一
行
の
上
句
を
一
度
唱

い
、
そ
の
後
下
句
を
二
度
唱
う
。

ト
ッ
ヅ
ゥ
ン
は
、『
イ
ウ
ミ
エ
ン
語

英
語
辭
典
』
に
よ
る
と

「

快
な

を

っ
た
『
讀
む
』
ス
タ
イ
ル
で
歌
を
唱
う
。﹇

﹈
歌
を
讀
む
ス
タ
イ
ル
は
、
比
較

の
な
い
平
板

な
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
用
い
る11

）。」。
ト
ッto

は
「
讀
む
」「

讀
す

る
」
の

味
で12

）、

字
を
當
て
れ
ば
「
讀
」
で
あ
る
。
書
か
れ
た

一
一
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歌
詞
を
讀
み
唱
う
こ
と
で
あ
る
。
祭
司
の

を
加
え
る
と
、
用

い
る
言
語
は
歌

語
で
あ
り
、
パ
ー
オ
ヅ
ゥ
ン
と
比
べ
て
曲

が

短
い
（c

hi
n
a

）。
同
じ
歌
詞
を
パ
ー
オ
ヅ
ゥ
ン
で
唱
う
こ
と
も
、

ト
ッ
ヅ
ゥ
ン
で
唱
う
こ
と
も
で
き
る
。

ツ
ェ
ン
ヅ
ゥ
ン
は
、「
婚
禮
で
乾
盃
を
促
す
と
き
に
唱
う
歌13

）」

で
あ
る
。
結
婚
式
の
宴
席
で
言

ぎ
の
た
め
に
唱
わ
れ
る
。『
イ

ウ
ミ
エ
ン
語

英
語
辭
典
』
で
は
婚
禮
に
限
定
し
て
い
る
が
、
新

年
の

年

と
い
う
儀
禮
の
時
に
も
唱
わ
れ
る
。
歌
の

頭
に

“ts
hen

ts
hen

a
”

と
唱
え
る
こ
と
が
特

だ
が
、

し

は
ト
ッ
ヅ
ゥ
ン
と
同
じ
で
あ
る
。

コ
ン
ヅ
ゥ
ン
は
、
筆

の

査
で
は
、
三
種

の
詠
唱
法
が
含

ま
れ
る
。
①
韻
律
と
定
型
に
從
っ
た

興
の
歌
詞
（dzu

）
を
短

い

を
附
け
て
唱
う
こ
と
。

は
基
本

に
ト
ッ
ヅ
ゥ
ン
と
同
じ

で
あ
る
。
但
し
、

存
の
テ
ク
ス
ト
を
讀
ま
な
い
場
合
も
含
ま
れ

る
。
②
歌
詞
を

を
つ
け
ず
に
讀
み
上
げ
る
こ
と
。
③
歌
詞
の
定

型
に
從
っ
て
い
な
い

を

を
つ
け
て
唱
う
こ
と14

）。

表
４
は
、
パ
ー
ネ
ル
が

査
し
た
ミ
エ
ン
の
ヅ
ゥ
ン
の
種

で

あ
る15

）。
詠
唱
法
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
ト
ッ
ヅ
ゥ
ン
が
多
い
。

ツ
ェ
ン
ヅ
ゥ
ン
は
、
獨
自
の

入
句
が
入
る
こ
と
を
除
け
ば

し
は
ト
ッ
ヅ
ゥ
ン
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
基
本

な
詠
唱
法
は
パ
ー

オ
ヅ
ゥ
ン
と
ト
ッ
ヅ
ゥ
ン
の
二
つ
に
收
斂
す
る
。

他
村
の
ミ
エ
ン
祭
司
に

銀
山
廟
堂

の
儀
禮
の
映
像
を
見
て

も
ら
い

討
し
た
と
こ
ろ
、
パ
ー
オ
ヅ
ゥ
ン
で
唱
っ
て
い
た
事
例

は
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
基
本

に
は
コ
ン
ヅ
ゥ
ン
で
あ
る
が
、

な
儀
禮
と
複

な
儀
禮
と
で
使
い
分
け
（

圖

で
あ
る
か

否
か
は
不

で
あ
る
が
）
が
な
さ
れ
て
い
る
と
看
取
さ
れ
る
。
筆

の
見
た
と
こ
ろ
で
は
以
下
の

り
で
あ
る
。（
一
）

な

儀
禮
で
は
、
コ
ン
ヅ
ゥ
ン
③
で
あ
り
、
歌

語
で
は
な
く
、
ミ

エ
ン
口
語
を
用
い
て
い
る
。（
二
）
祭
祀
儀
禮
と
（
三
）
託
宣
儀

禮
で
は
コ
ン
ヅ
ゥ
ン
①
で
歌

語
を
用
い
て
い
る
。
ト
ッ
ヅ
ゥ
ン

は
、

存
の
歌
詞
を
讀
み
上
げ
る
唱
い
方
が
原
型
な
の
で
、

し
は
ト
ッ
ヅ
ゥ
ン
で
あ
っ
て
も
、

興
の
場
合
は
コ
ン
ヅ
ゥ
ン
と

言
う
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
從
來
の

敎
・
法
敎
系
儀
禮
に
お
い
て
は

右
に

べ
た
パ
ー
オ
ヅ
ゥ
ン
あ
る
い
は
ト
ッ
ヅ
ゥ
ン
の

し
で

は
唱
わ
な
い
。
ヅ
ゥ
ン
を
パ
ー
オ
ヅ
ゥ
ン
あ
る
い
は
ト
ッ
ヅ
ゥ
ン

一
二

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



で
唱
う
こ
と
は
、

敎
・
法
敎
系
儀
禮
と
は

く

別
の
活
動
で
あ
る
。
一
方
、
盤
王
祭
祀
系
の
儀
禮

の

歌
堂

dz
u
d
a

で
は

ヅ
ゥ
ン
を
唱
う
。

歌
堂

で
は

盤
王

に
對
す
る
謝
恩
儀
禮
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
願
掛
け

願
に
對
す
る
願
ほ
ど

き
の
儀
禮
が
行
わ
れ
、

盤
王
大
歌

な
ど
は
歌

語
を
用
い
た
ヅ
ゥ
ン
で
唱
わ
れ
る
。
し
か
し
、

新
宗
敎
現

の
ヅ
ゥ
ン
と
は
異
な
り
經

に
書
か

れ
た
定
型
詞
で
あ
っ
て
、
俗

と
し
て
の
ヅ
ゥ
ン

に
見
ら
れ
る
創
作
性
と

興
性
は
無
い
。

に
言

え
ば
、
新
宗
敎
現

に
お
け
る
ヅ
ゥ
ン
は
、
神
の

作
用
で

興

な
ヅ
ゥ
ン
を
儀
禮
の
た
め
に
創
出

し
て
い
る
。
ま
た
、

歌
堂

は
ト
ラ
ブ
ル
に
對

處
す
る
祓
除
儀
禮
や

儀
禮
で
は
な
い
。
祓
除

儀
禮
や

儀
禮
は
專
ら

敎
・
法
敎
系
の
儀
禮

（
表
１
の
Ｃ
列
）
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を

代
替
す
る
形
で
儀
禮
執
行
の
女
性
參
入
は
展
開
さ

れ
た
。

表４ ミエンの歌の分 （Purnellによる)

一
三

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



儀
禮
で
ヅ
ゥ
ン
を
唱
う
の
は
盤
王
祭
祀
系
儀
禮
で
行
わ
れ
て
き

た
。
新
し
い
宗
敎
現

に
お
い
て
は
そ
れ
を
應
用
し
て
、
ヅ
ゥ
ン

と
祓
除
儀
禮
や

儀
禮
な
ど
の
表
１
Ｃ
列
の
儀
禮
を
結
び
つ
け
、

敎
・
法
敎
系
儀
禮
で
使
わ
れ
な
い

興

ヅ
ゥ
ン
を
儀
禮
執
行

に

入
し
た
。
ヅ
ゥ
ン
を
唱
っ
て
儀
禮
を
執
行
す
る
方
法
の

入

は
、

字
を
讀
め
な
い
女
性
が

入
陰

し
て
ヅ
ゥ
ン
で
儀
禮
を

執
行
す
る

を
開
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ヅ
ゥ
ン
の
儀
禮
へ
の
應
用

は
、
女
性
の
儀
禮
參
入
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

五

祭
神

（
一
）

廟

に
お
け
る
祭
神

銀
山
廟
堂

に
お
け
る

な
祭
神
は
、

盤
王

と

王

以
外
は
、

族
の
民

傳
承
を
受
容
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

銀
山
廟
堂

の
壁
に
は
祭
神
の
リ
ス
ト
が
貼
っ
て
あ
る
（
寫
眞

３
）。
そ
こ
に
は
「
一
、
留
（
劉
）
三

妹

二
、
伏
儀
（
羲
）

妹

三
、

老
爺
爺

四
、
盤
王

五
、

王

六
、

父
母

七
、
天
上
七
姐

八
、
太
陰
太
陽

九
、
太
白
星
君

十
、
太
上
老
君

」
と
あ
る
。
祭
壇
に
お
い
て
は
、
一
か
ら
七

ま
で
は
向
か
っ
て
右
側

か
ら
ほ
ぼ
こ
の
順
で
神

像
が

列
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
十
の

老
君

は
二

伏
羲

妹

と

三

老

と
の

に

あ
り
、
ま

た

八

大

陰

太

陽

と

九

太
白

は
神
像
が
無

い
。
四

盤
王

が
中

央
を
占
め
て
い
る
。
以

下
で
は
中
央
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
か
ら

す
る
（
寫
眞
４
）。

盤
王

pi
n
-h
u

は
、
經

に
よ
る
傳
承
「
盤
王
大
歌
」
が

あ
る
。
ミ
エ
ン
の

先
た
ち
が

を
渡
っ
た
（

飄

p
hiu

iu
ci

k
h
i

）
と
き
に
救
護
し
た
神
々
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
願

掛
け
に
よ
り
、
ミ
エ
ン
が
盤
王
へ
の
謝
恩
儀
禮
（

歌
堂

）
を
行

う
義
務
を

う
こ
と
に
な
っ
た
。
他
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
天
地
開

闢
の

盤
古

と
、

飄

時
に
ミ
エ
ン
の

先
た
ち
を

寫眞３ 銀山廟堂> 部の壁に貼られた祭神

のリスト
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四
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救
護
し
た

盤
王

が
混
在
し
て
い
る
。
從
來
行
わ
れ
て
き
た

盤
王

へ
の
謝
恩
儀
禮
で
あ
る

歌
堂

に
お
い
て
は
、

盤

王

の
像
は
無
い
。
祭
壇
に
は

盤
王

を

す
る
切
り
紙
が

げ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

盤
王

を
立
體
像
で
可

し
た

の
は
、
Ｈ
Ｃ
Ｌ
村
の

廟

が

め
て
で
あ
り
、

銀
山
廟
堂

で
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

王

t
h
u

に
つ
い
て
は
、
盤
王
祭
祀
系
の
經

に

「
出
世

王
先
出
世

王
出
世
在

州

王
出
世

州
廟

…
…
」
と
あ
り
、

盤
王

と
竝
ん
で
「
三
廟
大
王
」
の
神
と
さ

れ
る16

）。
ま
た
、
筆

が

集
し
た
「

王
歌
」
と
い
う
歌
詞
テ
ク

ス
ト
に
よ
れ
ば
、

王

は
曾
て
ミ
エ
ン
た
ち
を
治
め
た
王
で

あ
っ
た
。
そ
の
治
世
下
で
は
ミ
エ
ン
は
安

に
暮
ら
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
の

史

變

に
よ
り
、
ミ
エ
ン
は
移
動
生
活
を
餘
儀
な

く
さ
れ
、

飄

も
行
い
、
中
國
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
移

動
し
て
苦
し
い
生
活
を

ご
し
て
い
る
。
し
か
し
、
將
來

王

が

生
し
、
ミ
エ
ン
を
呼
び

し
て
安

な
治
世
が

來
す

る
。
こ
の
よ
う
な
千
年
王
國

な
圖
式
を
持
っ
た

歌

で
あ
る17

）。

ま
た
、
タ
イ
國

で

め
て

廟

が
建
設
さ
れ
た
Ｈ
Ｃ
Ｌ
村

（
チ
エ
ン
ラ
ー
イ
縣
）
の

廟

創
建
の
き
っ
か
け
も
、「

王

を
祀
れ
」
と
い
う
託
宣
で
あ
っ
た18

）。

老
l

-lo

は
こ
の
世
界
の

め
、
太
陽
が
生
ま
れ
る

か
ら
存
在
し
た
（
口
承
傳
承
）。

伏
羲

妹

に
夫

と
な
る
よ

寫眞４ 銀山廟堂> の祭壇 中央部分
中央が 盤王>とその妻、向かって左側一人目と二人目が

王>夫妻、向かって右側二人目が 老>、三人目が 太上老

君>、四人目と五人目が 伏羲 妹>。

一
五
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う

い
た
（
口

承

傳

承
）。

老
が
兄
で
老

君
が
弟
で
あ
っ
た
（
口

承
傳
承
）。
老
君
に
は

妻
が
い
る
が
、

老
は

獨
身
で
あ
る
（
口
承
傳

承
）。老

君

lu
-k
u
n

は
、

敎
・
法
敎
系
の

經

に
も
現
れ
る
。
し

か
し
、

大
堂
畫

に

畫
像
は
な
い
。

德

天

と
は
別
の
神
で

あ
る
。
ミ
エ
ン
に

三

淸

の
法
（

敎
・
法

敎
）
を
敎
え
た
（
口
承
傳
承
）。
ミ
エ
ン
と
似
た

敎
・
法
敎

儀

禮
を
も
つ
民
族
（
た
と
え
ば
ム
ン
﹇M

u
n
,

藍
靑定
ヤ
オ
﹈）
と
の

い
を
示
す
と
き
に
、「
ミ
エ
ン
は

老
君
人

lu
ku

n
m
i
n

で

あ
る
が
、
彼
ら
は
異
な
る
」
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に

老
君

は

ミ
エ
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
辨
別

特

と
も
な
っ
て
い
る
。

劉
三

妹

lj
u
fa
m

tsei-m
u

（

劉
三
妹

と
も
）
は
、

天
地
人
を
創

し
た
。「
置
地
置
天
置
人
」（
口
承
傳
承
）。
歌
を

創

し
た
。「
文
三
妹
娘
置
歌
曲
」（「
親
家
禮
書
」。
字
體
は
原

ど
お
り
）、「
劉
三
娘
言
傳
世
上

傳
行
世
上
小

州
…
」（「

王

歌
」
歌
詞

頭
）
と
あ
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
創

神

と
し
て
の
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。

伏
羲

妹

fu
h
ei

tsei-m
u

は
、
伏
羲
女

傳

の
變

形
し
た
も
の
で
あ
る
。
太
古
に
大
洪
水
が
あ
り
、

伏
羲

と
そ

の
妹
だ
け
が
生
き

っ
た
。

老

が
二
人
に
夫

に
な
る
こ

と
を

き
、
二
人
は
夫

に
な
っ
た
。
瓜
を
產
ん
だ
の
で
、
そ
れ

を
分

し
て
撒
く
と
人
に
な
っ
た
。
瓜
の
果

の
部
分
は
山
地
で

ミ
エ
ン
に
な
り
、
種
子
は
平
地
で
ミ
エ
ン
以
外
の
人
々
（

百
姓

p
fi

）
に
な
っ
た
（
口
承
傳
承
）。

七
姐

ts
hi
t
tsi

は

盤
王

の
娘
で
あ
る
（
口
承
傳
承
）。

あ
る
い
は
、

王

の
娘
で
あ
る
（
口
承
傳
承
）
と
も
い
う
。

父
母

ci
m
-ji

m
pu

m
u

は
女
性
神
で
、
人

に

圖３ 新舊儀禮における祭神
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言
語
や
男
女
の
區
別
、
民
族

の
衣

の
區
別
等
、
世
の
中
の

々
な
區
別
を
敎
え
た
神
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
口
承
傳
承
）。

以
上

べ
た
神
々
の
多
く
は

玉

と
同
じ
く

天
高
樓

に
い
る
と
い
う
。
高
位
で
は
あ
る
が
比
較

身

な
神
が

天

高
樓

に

ん
で
い
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

太
陰
先
生

t
ha
i-ji

m
fin
-

s

、

太

陽

先

生

t
ha

i-ja

fin
-s

、

太
白

先
生

t
ha

i-p

fin
-s

と
い
う

神
も
こ
の

天

高
樓

に
い
る
と

い
う
。
こ
の
三
位

の
神
は
リ
ス
ト
に

は

が
っ
て
い
る

が
、
神
像
は
な
い
。

に

三

淸

fa
m

ts
hi

は
、
リ
ス
ト
に
は
な
い
が
、

銀
山
廟
堂

に
は
小

さ
い
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
リ
ス
ト
に

が
っ
て
い
な

い
が
、
降
神
す
る
こ
と
が
あ
る
神
も
い
る
。

同
じ
チ
エ
ン
ラ
ー
イ
縣
の
Ｈ
Ｃ
Ｌ
村
は
先

の
如
く
タ
イ
國

の
ミ
エ
ン
村
落
で

め
て

廟

が
作
ら
れ
た
村
で
あ
る
。
こ
こ

の

盤
王
廟

の
祭
神
は
、

盤
王

王

七
姐

の
ほ
か
、

十
二
姓
イ
ウ
ミ
エ
ン

の
各
姓
の

先
を
レ
リ
ー
フ
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
先
に

べ
た
よ
う
に
、
こ
の

廟

を
建
て
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
託
宣
は

王

を
祀
れ
ば
村
が
安

に
な
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

に
作
ら
れ
た
の
は

盤
王

の
像

で
あ
っ
た
。
後
に

王

像
も
作
ら
れ
、
よ
う
や
く
託
宣

り

に
な
っ
た19

）（
寫
眞
５
）。

二
）
祭
神
を
傳
え
る
メ
デ
ィ
ア

こ
う
し
た
神
々
を
傳
え
る
メ
デ
ィ
ア
は
、

敎
・
法
敎
系
の
經

で
は
な
く
、

盤
王

祭
祀
儀
禮
の
經

、「
親
家
禮
書
」
な
ど

の
マ
イ
ナ
ー
な
儀
禮
テ
ク
ス
ト20

）、
口
承
傳
承
、
口
承
・

興
の

歌

と
書
き
附
け
ら
れ
テ
ク
ス
ト

し
た

歌

で
あ
る
。

寫眞５ チエンラーイ縣HCL村の廟の祭神
中央向かって右側が 盤王>、左側が 王>。下方左右
に展開しているのは、 十二姓瑤人>の 先像。

一
七

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



盤
王

祭
祀
儀
禮
經

中
に
は
、

飄

神
話
が
入
っ

て
い
る
。
そ
の
一
例
を
示
す
。
Ｊ
・
ル
モ
ワ
ン
が
ラ
オ
ス
の
ル
ア

ン
パ
バ
ー
ン
縣
で

集
し
た

完
盆
歌
堂

經

で
あ
る
。「

來
交

寅
卯
二
年
。
天
地
大

三
年
。
…
…
（
中
略
）
…
…
十
二

姓

祐
子
孫
。
不
耐
之
何
思
﹇
言

＋
量
﹈
思
着
。
正
來
飄
湖

。
限
定
七

夜
。
船

到
岸
。
船
尾
到
街
。
一
千
路

。

了

三

。
船
路
不

。
水
路
不

。
船
頭
不
得
到
岸
。
船
尾
不
得
到

街
。
十
二
姓

祐
子
孫
愁
氣
在
心
。
投
天
無
路
。
入
地
無
門
。
投

山
山
高
。
叩
水
水
深
。
恐

枉
風
吹
落
五

門
。
原
在
船
中
里

。
思
量
着
門
路
無
人
救
得
十
二
姓

祐
子
孫
。
當

以
來
。
盤

皇

差
有
五
旗
兵
馬
。
隨
后
救
生
。
恐

救
得
。
一
十
二
姓

祐
子
孫
。
願
在
船
中
裡
。

辨
白
紙
銀
錢
三
牲
長
利
。

動

宗

香
火
太

家
先
五
旗
兵
馬

頭
轉
面
。
許
上
完
盆
部
書
歌
堂
良
願

在
案
。

在
船
中
裡

。

保
十
二
姓

祐
子
孫
。
未
經
三

七

夜
。
船
路
也

。
水
路
也
開
。

船
到
岸
。

馬
到
街
。
剳
落
廣

東
韶
州
府
落
（

）
昌
縣
庭
。
剳
三
年
四

。
各
人
開
口

量
。

備
辨

恩

謝
圣
。」（
字
體
は
原

り
。
ギ
ュ
メ
﹇

﹈

に
示

し
た
の
は
、
フ
ォ
ン
ト
が
無
い

字
の
構

。
丸
括
弧
（

）

に
示

し
た
の
は
、
そ
の

の
字
の
訂
正
）（
抄
譯

寅
卯
の
二
年
が

ぎ
る

と
大
干
魃
が
三
年
續
い
た
。
十
二
姓
イ
ウ
ミ
エ
ン
の
子
孫
た
ち
は
ど
う

し
よ
う
も
な
く
な
り
、
相
談
し
て

を
渡
る
こ
と
に
し
た
。
出
航
し
て

三
ヶ

を
す
ぎ
る
と
、
船
が

ま
な
く
な
っ
た
。
十
二
姓
イ
ウ
ミ
エ
ン

の
子
孫
た
ち
は
憂
え
、
風
に
吹
か
れ
て

中
の

門
に
落
ち
る
こ
と
を

恐
れ
た
。
昔
か
ら
盤
皇
が
五
旗
兵
馬
を

わ
し
て
救
っ
て
く
れ
た
こ
と

を
思
い
、

先
や
五
旗
兵
馬
が

み
て
救
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
願
掛
け

書
を

上
し
て

っ
た
。
す
る
と
、
船
が

む
よ
う
に
な
り
、
廣
東
の

韶
州
府

昌
縣
に
着
い
た
。
三
、
四
年

ん
だ
後
、
願
ほ
ど
き
の
謝
恩

儀
禮
を
行
っ
た21

））。
こ
の
他
、
筆

が
ナ
ー
ン
縣
で
撮
影
し
た
「
大

王
書
」
中
の
「

愿
大
王

」（
字
體
は
原

り
）
と
い
う
經

に
も

飄

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
入
っ
て
い
る
。

「
親
家
禮
書
」

ts
hi
-ca

lei
s
u

は
、
婚
禮
の
時
に
、
婚
禮

の
祭
司
が
新

新

の

で
讀
み
上
げ
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
テ

ク
ス
ト
の

容
は
ど
の
異
本
も
、
お
お
よ
そ
の

容
は
相
似
し
て

い
る
が
、
細
部
は
か
な
り
の
變
異
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
書
寫

の

裁
量
が
あ
る

度
入
っ
て
い
る
と
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

敎
・
法
敎
系
儀
禮
の
經

が
書
寫
時
に

言
を
變
更
し
な
い
こ
と

一
八

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



を
原
則
と
し
て
い
る
の
と
對
照

な
特

で
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス

ト
に
、

伏
羲

妹

と

飄

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
書
か

れ
て
い
る
。

劉
三

妹

に
つ
い
て
も
言

さ
れ
て
い
る
「
親

家
禮
書
」
寫
本
も
あ
る
。

以
下
に
「
親
家
禮
書
」
の
例
を
示
す
。

飄

で
、

神
々
に
救
護
さ
れ
る
下
り
で
あ
る
。

「

到
寅
卯
二
年
。
天
地
不
可
。
大
旱
三
年
。
…
…
（
中
略
）

…
…
作
得
飄

。
一
千
之
路
。

了
三

日
子
。
船
路
不

。
水
路
不

。

大
風
吹
落

底

門
。
大
家
商
量
。
合

正
來
許

大
神
良
愿
。
未
經
三

三
夜
。
船
行
到
岸
。
馬
行
到

。

來
到
廣
東

韶
州
府

昌
縣
。
停
下
一
年
一

了
。
正
來

錢

散
愿
。

愁
解

了
。」（
ナ
ー
ン
縣
ム
ア
ン
郡
ボ
ー
區
Ｎ
Ｇ
村
鄧

Ｆ
Ｋ
氏

藏
の
「
親
家
禮
書
」
字
體
は
原

り
）。（
抄
譯

寅
卯
の

二
年
に
大
旱
魃
が
お
こ
り
、
ミ
エ
ン
た
ち
は

を
渡
る
こ
と
に
し
た
。

三
日
經
つ
と
船
が

ま
な
く
な
っ
た
。
ミ
エ
ン
た
ち
は
風
に
吹
か
れ
て

底
の

門
に
落
ち
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
相
談
し
て
神
に

っ

た
。
船
は
無
事
岸
に
着
き
、
廣
東

韶
州
府

昌
縣
に
到
っ
た
。
そ
こ

に

ん
で
一
年
後
に
願
ほ
ど
き
儀
禮
を
行
っ
た
）

「

到
寅
卯
二
年
。
天
地
大

。
…
…
官

（
倉
）
無
米
。
百

姓
無
粮
。
…
…
得
見
東
方
邊
重
有
萬
里
州
廷
。
思
量

。
十
二

姓

人
。
就
來
交

洪
武
開
枝
。
人
民

。
七

十
五
中

日
。

流
船

。
流
路

街
。
流

界
。

得
七

七
夜
。
船
路
不

。
馬
路
不

。
船
行
不
到
岸
。
馬
行
不
到
街

。
當
時
被
風
吹

落

底
死
了
。
人
民
無
處
投
生
。
叩
天
之
高
。
叩
水
之
深
。
就
來

思
作
。

日
以
來
。
重
有
五
其
（
旗
）
兵
馬
。

來

死
。
後
來

救
生
。
十
二
姓

人
。
原
在
般
（
船
）
中

里
。
就

大
州

岸
。

太
百
（
白
）

香
。
胡
（
湖
）
南

康
。
淸
水
六
合
。
對
圣

盃
。

投
叩
圣
王
了
。
未
經
三

三
夜
。
般
（
船
）
路
也

。
馬
路
也

。

般
（
船
）
行
也
岸
。
馬
行
也
到

。
般
（
船
）
來
流
到
廣
東

韶

州
府
落
（

）
昌
縣
。
亭
居
安
宅
。
就
來

謝
圣
王
面

了
。」

（
パ
ヤ
オ
縣
チ
エ
ン
カ
ム
郡
Ｐ
Ｙ
村
鄧
Ｋ
Ｌ
氏

藏
の
「
親
家
禮
書
」。

字
體
は
原

り
）。（
抄
譯

寅
卯
の
二
年
に
な
っ
て
大
旱
魃
が
お
こ

り
、
人
々
に
は

べ
る
も
の
が
無
く
な
っ
た
。
ミ
エ
ン
は
東
方
に
幾
つ

も
の
國
が
あ
る
こ
と
を
見
て
、

を
渡
ろ
う
と
考
え
、
船
を
出
し
た
。

七
日
經
つ
と
船
が

ま
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
風
に
吹
か
れ
れ
ば
沈

し
て

門
に
落
ち
る
。
昔
か
ら
五
旗
兵
馬
が
救
護
し
て
く
れ
る
こ
と
を

票

一
九

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



思
い
出
し
、
色
々
な
供
物
を
供
え
て

王
（
盤
王
）
に

っ
た
。
三
日

經
た
ぬ
う
ち
に
船
は

む
よ
う
に
な
り
、
廣
東

韶
州
府

昌
縣
に
着

い
た
。
そ
こ
に

ん
で

王
に
謝
恩
す
る
儀
禮
を
行
っ
た22

））

筆

は
五
本
の
「
親
家
禮
書
」
を
撮
影
し
て
比
較
し
た
が
、

が
同
一
の
テ
ク
ス
ト
は
な
く
、

飄

や

伏
羲

妹

に
つ
い
て
も
、
大
筋
は
同
じ
で
あ
っ
て
も

言
の
大
幅
な

い
が

見
ら
れ
た
。
こ
の
點
で
も
、

敎
・
法
敎
系
の
經

と
は
大
き
な

い
が
あ
る
。

傳
承
メ
デ
ィ
ア
の

い
を
見
る
と
、

敎
・
法
敎
の
神
々
は
、

固
定

な
經

に
よ
る
書
承
傳
承
と

大
堂
畫

と
い
う
畫
像
に

よ
っ
て
傳
承
さ
れ
て
い
る
。
盤
王
祭
祀
の
神
は
、
固
定

な
經

が
あ
る
が
、
畫
像
は
な
い
。
更
に
、

盤
王

ら
へ
の
謝
恩
儀
禮

で
あ
る

歌
堂

で
は
供
物
に
よ
る

飄

の

現
が
な

さ
れ
て
い
る23

）。
以
上
が
從
來
の
儀
禮
に
於
け
る
神
々
の
傳
承
メ
デ

ィ
ア
で
あ
る
。
一
方
、
新
宗
敎
現

に
お
け
る
神
々
は
、
口
承
傳

承
と

歌

、
固
定

で
な
い
テ
ク
ス
ト
、
お
よ
び
盤
王
祭
祀
の

經

に
よ
っ
て
傳
承
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
Ｈ
Ｃ
Ｌ
村
と
Ｈ
Ｃ
Ｐ

村
の

廟

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
立
體

神
像
と

し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
宗
敎
現

に
お

け
る
神
々
は
、
從
來
の
儀
禮
の
神
々
と
は
異
な
る
メ
デ
ィ
ア
に
よ

っ
て
傳
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六

結
語

新
宗
敎
現

の
特

新
し
い
宗
敎
現

は
、

廟

を
據
點
と
し
て

大
し
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
從
來
の

敎
・
法
敎
系
儀
禮
に
取
っ
て
代
わ
る

も
の
で
は
な
い
。

敎
・
法
敎
系
儀
禮
に
缺
け
て
い
る
面
を
補
う

形
で
補
足

に
展
開
し
て
い
る
。（
一
）
新
し
い
宗
敎
現

で
は
、

從
來
の
祭
司
が
儀
禮
を
執
行
す
る
形
に
對
し
、
シ
ャ
マ
ン
に
神
が

降
り
儀
禮
を
執
行
す
る
方
法
を

入
し
た
。（
二
）
儀
禮
執
行
に

讀
經
で
は
な
く
歌
唱
と
い
う
新
た
な
方
法
を

入
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
經

讀
誦
の
必

が
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
女
性
の

儀
禮
參
入
が
可
能
と
な
っ
た
。（
三
）
用
い
る
言
語
も
儀
禮
語
で

は
な
く
、
歌

語
で
あ
る
。
ま
た
、（
四
）
從
來
の

敎
・
法
敎

系
儀
禮
で
は
對

と
し
て
こ
な
か
っ
た
神
々
を
祭
神
と
し
、
可

し
た
。（
五
）
そ
の
祭
神
を
傳
承
す
る
メ
デ
ィ
ア
も
、

敎
・

法
敎
系
の
經

で
は
な
く
、
口
承
傳
承
や
マ
イ
ナ
ー
な
儀
禮
テ
ク

二
〇

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



ス
ト
で
あ
っ
た
。（
六
）
女
性
シ
ャ
マ
ン
は
、
男
性
祭
司
の
後

に
よ
り

え
な
く
な
っ
て
き
た
小
儀
禮
（

儀
禮
、
祓
除

儀
禮
等
）
を

當
し
て
い
る
が
、
表
１
の
Ａ
列
・
Ｂ
列
の
大
・
中

規
模
の
儀
禮
を

當
す
る
に
は
到
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

ミ
エ
ン
の
新
し
い
宗
敎
現

は
、
從
來
の
儀
禮
が
カ
バ
ー
し
て
い

な
い
𨻶

（
ニ
ッ
チ
）
を
埋
め
る
形
で
補
足

に
展
開
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。

附
記：

こ
の
論

は
、
科
學

究
費
補
助
金
・
學

究
助

基
金
助

金

26370944,
15H

03282,
15H

02615,
18K

01186

）
に
よ
る

査

究
の

果
の
一
部
で
あ
る
。

１
）

二
〇
〇
二
年
時
點
で
四
萬
五
五
七
一
人
（K

ro
m
P
h
a
tth
a
n
a

la
e
S
a
w
a
d
ik
a
n
,
K
ra
su
a
n
g
P
h
a
tth
a
n
a
sa
n
g
k
h
o
m

la
e

K
h
w
a
m
m
a
n
k
h
o
n
g
k
o
a
n
g
m
a
n
u
t
2
0
0
2
T
h
a
m
n
ia
p

C
h
u
m
ch
o
n
b
o
n
th
isu
n
g
2
0
C
a
n
g
w
a
t
n
a
i
P
ra
th
etth

a
i

［
H
ig
la
n
d
C
o
m
m
u
n
ities

w
ith
in

2
0
P
ro
v
in
ces

o
f

T
h
ailan

d
2
0
0
2

﹈,p
. 17

1 8.

）。
タ
イ
山
地
民
の
人
口
統
計
は
、

二
〇
〇
二
年
の
も
の
が

後
で
あ
り
、
そ
の
後
は
民
族
別
の
統
計

が
な
い
。

表５ 敎・法敎系儀禮と 銀山廟堂>の儀禮

二
一

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



（
２
）

丸
山
宏
「

演

ヤ
オ
の
儀
禮
と

字
經
典
」（『

濱
ユ

ー
ラ
シ
ア

紀

』
六
號
、
二
〇
一
八
）

九
〇
頁
。

（
３
）

ミ
エ
ン
語
の
表
記
は
基
本

に
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
國
際

標
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
）
を
用
い
る
。
ミ
エ
ン
語
の
表
記
と
し
て
は
、P

u
rn
ell

（co
m
p
l.
&
ed
.

）2012
Iu
-M
ien
-E
n
glish

D
iction

ary
w
ith

C
u
ltu
ral

N
otes

の
表
記
が
標
準
と
な
っ
て
い
る
が
、
合
衆
國
の

ミ
エ
ン
以
外
の
讀

に
は
甚
だ
讀
み
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
Ｉ
Ｐ
Ａ
表
記
に

づ
け
た
表
記
と
し
た
。
聲

は
煩
瑣
と
な

る
た
め
省
略
し
た
。
ま
た
、
ミ
エ
ン
の

字
表
記
は
山
括
弧

（

）
で
括
っ
て
示
す
。

（
４
）

吉
野
晃
「
Ⅱ

第
１

ヤ
オ
族
と

敎
」（
野
口
鐵

・

佐
昇
・
野
崎
充
彥
・

尾
伸
一

『

座

敎

第
六

ア

ジ
ア

地
域
と

敎
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
一
）
七
六
｜
七
七
頁
。

（
５
）

こ
の
例
は

度
戒

と
い
う
儀
禮
を
經
た

の

號
で
あ
る
。

そ
の

の

掛
燈

だ
け
を
經
た

の
場
合
は
「
三
戒
」
が
「
三

臺
」
と
な
る
。

（
６
）

現
在
で
は

語
雲
南
方
言
は
リ
ン
ガ
フ
ラ
ン
カ
と
し
て
使
わ
れ

て
お
ら
ず
、
中
國
語
を
學
ぶ
場
合
は

話
（
大
陸
系
）
か
國
語

（
臺
灣
系
）
で
あ
る
の
で
、

語
雲
南
方
言
を
話
せ
る

の
數
は

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

（
７
）

P
u
rn
ell,

H
.C
.
A
n
Iu
-M
ien

｜E
n
glish

D
iction

ary
w
ith

C
u
ltu
ral

N
otes.

（C
h
ia
n
g
M
a
i:
S
ilk
w
o
rm

B
o
o
k
s,
2012

）

p
.613.

（
８
）

吉
野
晃
「
廟
と
女
性
シ
ャ
マ
ン
｜
タ
イ
北
部
、
ユ
ー
ミ
エ
ン

（
ヤ
オ
）
の
新
た
な
宗
敎
現

に
關
す
る

査
の
中

報

｜
」

（『
東
京
學
藝
大
學
紀

人

社
會
科
學
系
Ⅱ
』
六
四
、
二
〇
一

三
）。

吉
野
晃
「

歌

の
詠
唱
法
と
儀
禮
へ
の
應
用
｜
タ
イ
北

部
、
ユ
ー
ミ
エ
ン
（
ヤ
オ
）
の
新
た
な
宗
敎
現

に
關
す
る

査

の
中

報

２
｜
」（『
東
京
學
藝
大
學
紀

人

社
會
科
學
系

Ⅱ
』
六
七
、
二
〇
一
六
）。

（
９
）

佐
々
木
宏
幹
『

と
呪
力
の
人

學
』（

談
社
、
一
九
九
六
、

出
は
靑
弓
社
、
一
九
八
九
）
二
四
八
｜
二
四
九
頁
。

（
10
）

吉
野
晃
「

廟

に
お
け
る
女
性
シ
ャ
マ
ン
の
組
織
と
儀
禮
の

變

｜
タ
イ
北
部
、
ミ
エ
ン
社
會
に
お
け
る

新
た
な
宗
敎
現

に
關
す
る
中

報

｜
」（『
年
報
タ
イ

究
』
二
〇
、
二
〇
二
〇

年
）。

（
11
）

P
u
rn
ell,

H
.C
.
co
m
p
l.
&
ed
.

）ib
id
.p
.612.

（
12
）

P
u
rn
ell,

H
.C
.
co
m
p
l.
&
ed
.

）ib
id
.p
.145.

（
13
）

P
u
rn
ell,

H
.C
.
co
m
p
l.
&
ed
.

）ib
id
.p
.611.

（
14
）

吉
野
晃

「

歌

の
詠
唱
法
と
儀
禮
へ
の
應
用
｜
タ
イ

北
部
、
ユ
ー
ミ
エ
ン
（
ヤ
オ
）
の
新
た
な
宗
敎
現

に
關
す
る

査
の
中

報

２
｜
」
一
一
〇
頁
。

（
15
）

P
u
rn
ell,

H
.C
.
“T
h
e
m
etrica

l
stru

ctu
re
o
f
Y
iu
M
ien

secu
la
r
so
n
g
s.”

（L
em
o
in
e,
J.
a
n
d
C
h
a
o
,
C
.
ed
s.

）T
h
e

Y
ao

of
S
ou
th

C
h
in
a:R

ecen
t
In
tern

ation
al

S
tu
d
ies.

P
a
n
g
u
,
E
d
itio

n
s
d
e
l’A
.F
.E
.Y
.,
1991

）

二
二

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る



（
16
）

神
奈
川
大
學
大
學
院

史
民
俗

料
學

究
科
『
中
國
湖
南
省

藍
山
縣
ヤ
オ
族
儀
禮

に
關
す
る
報

Ⅰ
』（
神
奈
川
大
學

民

査
報

第
一
二
集
）（
神
奈
川
大
學
大
學
院

史
民
俗

料
學

究
科
、
二
〇
一
一
）
八
六
頁
。

（
17
）

タ
イ
北
部
の
ミ
エ
ン
に
お
け
る
歌
と
歌

語
（
４
）
｜
『

王

歌
』
發

と

釋
｜
」（『
東
京
學
藝
大
學
紀

人

社
會
科
學

系
Ⅱ
』
七
〇
、
二
〇
一
九
）

（
18
）

M
o
n
g
k
h
o
l
C
h
a
n
tra

b
u
m
ro
u
n
g
“
R
e
p
ro
d
u
c
tio
n

o
f

Y
a
o
cu
ltu
re:

a
ca
se
stu
d
y
o
f
P
ien

H
u
n
g
sh
rin
e
a
t
B
a
n

H
u
ey

C
h
a
n
g
L
o
d
in
n
o
rth
ern

T
h
a
ila
n
d
.”

（

田

之

『
中
國
・
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
國
境
地
域
に
お
け
る

民
族

の
動
態
』
國
立
民
族
學
博
物

査
報

六
三
、
吹
田：

國
立

民
族
學
博
物

、
二
〇
〇
六
）p

.262.

（
19
）

モ
ン
コ
ン
の

論

に
は
、

王
を
祀
れ
と
い
う
託
宣
に
も

か
か
わ
ら
ず
盤
王
を
祀
る
こ
と
に
な
っ
た
事

は
書
か
れ
て
い
な

い
。
發

人
た
ち
が
中
國
廣
西
壯
族
自
治
區
の
ヤ
オ
族
の
廟
を
訪

れ
、
そ
こ
に
祀
ら
れ
て
い
た
神
像
の
寫
眞
を
撮
っ
て
き
て
參
考
に

し
た
（M

o
n
g
k
h
o
l
C
.
ibid

.
p
.262

263.

）
と
い
う
か
ら
、
そ

の
廟
に
お
け
る
祭
神
の
構

に
影

さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。

（
20
）
「
親
家
禮
書
」
は
、
婚
禮
儀
禮
で
讀
誦
さ
れ
る
と
は
い
え
、
神

を
祀
る

容
の
も
の
で
は
な
く
、
新

新

に

諭
す
る

容
の

も
の
で
あ
り
、
ま
た
後

す
る
よ
う
に
可
變

で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
固
定

で
神
祭
祀
に
用
い
る
「
經

」
と
は
區
別
し
て
「
テ

ク
ス
ト
」
の
語
を
用
い
る
。
同

に
可
變

な

を
テ
ク
ス
ト

と
言
う
こ
と
に
す
る
。

（
21
）

L
em
o
in
e,

J.
“U
n

cu
rieu

x
p
o
in
t

d
e

l’h
isto

ire
:

l’a
v
en
tu
re
m
a
ritim

e
d
es
M
ien
s.”

（In
Ja
cq
u
elin

e,
M
.C
.

et
al.

（ed
s.

）L
an
gu
es
et
tech

iqu
es
n
atu
re
et
societe,

II:

approch
e
eth
n
ologiqu

e
approch

e
n
atu
raliste

,
P
a
ris:

E
d
i-

tio
n
K
lin
ck
sieck

,
1972

）p
.62

の
テ
ク
ス
ト
をL

em
o
in
e,
J.

Y
a
o
C
erem

n
ia
l
P
a
in
tin
g
s

（W
h
ite

L
o
tu
s,
1982

）p
p
.14

17

の
寫
眞
版
に
よ
っ
て
修
正
し
た
。

（
22
）

こ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
に
共

し
て
出
て
く
る

昌
縣

l

ts
hja

gw
en

は
現
在
の
廣
東
省
韶
關
市

昌
市
で
あ
り
、

源

瑤
族
自
治
縣
の
北
に
接
す
る
。
ミ
エ
ン
の
村
落
も
あ
る
。

昌

縣

と
い
う
地
名
は
、

飄

の
末
ミ
エ
ン
の

先
た
ち

が
た
ど
り
着
い
た
場

と
し
て
、
タ
イ
の
ミ
エ
ン
の
許
で
も
廣
く

知
ら
れ
て
い
る
。
謂
わ
ば
、
ミ
エ
ン
の
第
二
の
故
地
と
し
て
、
ミ

エ
ン
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
深
く
關
わ
る
地
名
で
あ
る
。

（
23
）

廣
田
律
子
「
湖
南
省
藍
山
縣

山
系
ヤ
オ
族
の
祭
祀
儀
禮
と
盤

王
傳
承
」（『
東
方
宗
敎
』
二
一
二
號
、
二
〇
一
三
）
一
五
〜
一
六

頁
、
二
三
頁
。

二
三

存
儀
禮
の
𨻶

を
埋
め
る


